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研究成果の概要（和文）：代数多様体の幾何学的性質と代数学的性質を比較研究するため、ガロワ埋め込みの研
究をいくつかの多様体に対して行った。すなわち超楕円曲面に対してはガロワ埋め込みが存在しないこと、射影
空間についてはどのような埋め込みでも存在して、特に群が可換の場合には巡回群の直和しかなく被覆の様子も
判明した。また、楕円曲線については４次の埋め込みについて詳細に研究した、特にj不変量が 1728 のときが
最も複雑であり、ガロワ直線の配置まで完全に決定した。その副産物として平面４次曲線では高々２個のガロワ
点しか持たないことも判明した。

研究成果の概要（英文）：In order to study algebraic variety, I have intorduced the tool combining 
algebra and geometry, i.e., Galois embedding. Using the tool I have studied the Galois embedding for
 some algebraic varieties, i.e., bi-elliptic surfaces, projective spaces and elliptic curves.      
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研究成果の学術的意義や社会的意義
代数幾多様体の研究に基本的な一つの新しい視点を与えた。従来の研究より具体的で密接に幾何学と代数学の関
係をつなぐことに成果があった。すなわち、射影という古典的手法を用いて多様体の射影空間への被覆が対称性
が保たれているような場合に、多様体の上の関数の体が基本的な純超越拡大からどの程度離れているかを計り、
超越拡大の分類の一つの手段ともなった。また、多様体の因子による埋め込みなので、多様体自身とその上の因
子の研究方法にも役立った。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１． 研究開始当初の背景 

研究代表者によって平面曲線に対してガロワ点の理論や空間曲線に対してガロワ直線の
研究成果があったが、それらを一般化した概念がなかった。これらを総合統一した基本概
念を定義して、それの適用を目指したのが動機である。一方研究の手段としての射影代数
多様体の理論は十分に出来ていた。更に多様体の間の被覆についてガロワ被覆の成果も十
分完成していた。 

 
２． 研究の目的 

代数多様体に対して幾何学的性質と代数学的性質の比較研究が基本的な目的である。まず
射影平面内の曲線についてガロワ点の理論があり、それによってかなりの成果があった。
次に射影空間に埋め込まれているとは限らない代数多様体に対して、非常に豊富な因子に
よる射影埋め込みまで考えて、その埋め込みがガロワ被覆をひきおこす場合を研究し、多
様体としての性質とガロワ群の性質などの比較研究を行うことにした。特に、同一の多様
体であっても、埋め込む因子によってはガロワ埋め込みにならない場合もあり、この事実
に注目して研究することも目指した。 

 
３． 研究の方法 

完備一次系により双正則に埋め込まれた場合に、射影を考えてそれが像の射影空間に対し
てガロワ被覆になる場合を考察した。このときそのガロワ群の元は多様体の自己同型にな
るが、これがさらに射影変換に拡張されることに注目して群および被覆の関係を研究した。 
一般的に多様体の自己同型群や被覆群の成果も利用して、ガロワ埋め込みの特殊事情も考
慮して考察した。更に楕円曲線やアーベル曲面などのときは、その多様体自身の特殊性も
十分活用した。 

 
４． 研究成果 

代数多様体の中には埋め込みをどのように選んでも、ガロワ埋め込みにならないものも存
在する。そのようなもので典型的な bi-elliptic surface について考察した。まず、一
般的にbi-elliptic surface を有限自己同型群で商をとったときの曲面 X を考察した。 X 
が非特異ならやはり bi-elliptic surface か、または ruled surface で irregularity 
が１の曲面であることを証明して、その系として bi-elliptic surface は射影平面のガ
ロワ被覆にならないことを証明した。したがって、副産物としてガロワ埋め込みを持たな
いことまで分かった。また、もっとも基本的な射影空間に対しては、代数多様体が射影空
間のガロワ被覆になっているとき、それがいつガロワ埋め込みからひき起されたかを明確
にして、この場合はいつでもガロワ埋め込みが存在して、しかも群が可換の場合にはガロ
ワ被覆の対応方法まで具体的に記述できた。またこの時の群は巡回群の直和になることも
判明した。一方楕円曲線を埋め込んだ時も詳細に研究した。特に、４次の埋め込みのとき、
j 不変量が 12３でない場合はガロワ直線の配置は四面体の６本の辺であり、12３の場合は
さらに四面体の各頂点に２本のガロワ直線が存在して、この６本の直線に８本の直線を加
えたものであることも判明した。副産物として未解決問題であった平面４次曲線にはガロ
ワ点は高々２個しかないことも解決した。 
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